
 

 

 

2
月
26
日(

木)

、
第
35

回
ヒ
ロ
シ
マ
地
域
総
行
動

が
、
「
変
え
よ
う
ヒ
ロ
シ

マ
！
平
和
・
く
ら
し
・
私
た

ち
の
街
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
終
日
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
広
島
自
治
労
連
は
「
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
何
か
一

つ
は
春
闘
行
動
に
参
加
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
こ
の
地
域
総
行
動
は
広

島
市
内
の
労
働
組
合
、
住
民

団
体
と
す
べ
て
の
労
働
者
と

住
民
の
要
求
実
現
を
め
ざ
す

の
で
特
に
重
視
し
、
40
名
近

い
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。 

     

早
朝
は
主
要
駅
や
広
島
市

役
所
前
等
で
の
チ
ラ
シ
配

布
、
意
思
統
一
集
会
後
に
行

政
機
関
や
企
業
、
病
院
や
介

護
施
設
等
に
分

か
れ
、
要
請
行

動
を
行
い
ま
し

た
。 

 

意
思
統
一
集

会
で
は
寺
本
実

行

委

員

長

が
、
「
く
ら

し
、
人
権
、

平
和
を
守
る

と
い
う
憲
法

に
基
づ
い
た

切
実
で
正
当

な
要
求
を

持
つ
人
々

と
粘
り
強

く
運
動
を

続
け
、
変

え
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

 

は
た
ら
く
女
性
実
行
委
員

会
は
広
島
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
に
対
し
て
、
女

性
活
躍
推
進
法
制
定
後
も
女

性
非
正
規
労
働
者
、
中
で
も

ケ
ア
労
働
者
の
低
賃
金
が
改

善
さ
れ
な
い
、
男
性
労
働
者

の
長
時
間
労
働
を
解
消
し
な

い
限
り
女
性
に
家
事
、
育

児
、
介
護
等
が
偏
る
現
実
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
そ
の
も

の
を
禁
止
す
る
法
律
で
な
け

れ
ば
解
消
さ
れ
な
い
点
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え

強
調
、
要
請
し
ま
し
た
。 

 

対
応
し
た
局
側
は
全
て
女

性
担
当
者
で
あ
り
、
日
頃
受

け
て
い
る
女
性
労
働
者
の
相

談
内
容
と
要
請
団
の
要
求

は
、
日
本
の
構
造
的
諸
問
題

と
絡
み
合
う
と
認
め
た
う
え

で
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
制

や
短
時
間
正
社
員
化
を
進
め

て
い
き
た
い
、
要
求
は
本
省

に
伝
え
る
、
と
回
答
し
ま
し

た
。 

 

年
に
１
回
の
要
請
で
済

ま
せ
ず
、
要
求
側
の
追
及
体

制
の
強
化
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。 

 

昼
休
み
デ
モ
で
は
「
賃
金

上
げ
て
消
費
税
下
げ
ろ
」
、

午
後
は
繁
華
街
で
「
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退

を
」
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ

で
の
虐
殺
止
め
よ
」
と
、
被

爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
声
を
上

げ
ま
し
た
。 

 

2

月

21

～

22

日
、
第

34

回
自
治

体
保
育
労
働
者
の
全

国
集
会
in
あ
い
ち
が

開
催
さ
れ
、
延
べ
約

５

０

０

人

が

つ

ど

い
、
広
島
市
職
労
保

育
園
支
部
か
ら
は
5

人

が

参

加

し

ま

し

た
。 

 

全
体
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
あ
い
ち
の
保
育

士
た
ち
が
「
ア
リ
と
キ

リ
ギ
リ
ス
～
ア
ナ
ザ
ー

ス

ト

ー

リ

ー
」
を

上

演
、
組
合
が
あ
る
か
ら

労
働
者
の
権
利
が
守
ら

れ
る
と
い
う
内
容
で
多

く
の
拍
手
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
は
、
弁
護

士
の
川
口
創
氏
が
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
～

子
ど
も
の
権
利
か
ら
考

え

る
」
の

テ

ー

マ

で

「
お
ひ
さ
ま
裁
判
」
に

つ

い

て

話

さ

れ

ま

し

た
。
こ
の
裁
判
は
、
名

古
屋
教
会
幼
稚
園
の
南

側
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
、
子
ど
も

の
日
照
権
が
奪
わ
れ
る

と

し

て

保

護

者

が

提

訴
。
最
終
的
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
は
さ
れ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
に
は

「
適
切
な
保
育
環
境
を

享
受
す
る
権
利
」
が
あ

り
、
大
人
た
ち
は
こ
れ

を
尊
重
し
て
い
く
べ
き

だ

と

強

調

さ

れ

ま

し

た
。 

 

２
日
目
の
分
科
会
で

は
広
島
市
職
労
保
育
園

支
部
の
畑
野
支
部
長
が

「
『
広

島

市

幼

児

教

育
・
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
実

施
方
針
』
の
問
題
点
と

公
立
認
定
こ
ど
も
園
の

課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
広
島
市
の
状
況
を

報
告
し
ま
し
た
。 

 

集

会

ア

ピ

ー

ル

で

は
、
全
国
の
仲
間
と
と

も
に
保
育
施
策
の
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
こ

ど
も
の
権
利
を
真
ん

中
に
据
え
て
、
公
的

保
育
の
拡
充
と
労
働

者
の
権
利
を
守
る
運

動
を
各
地
で
が
ん
ば

る
こ
と
を
確
認
し
終

え
ま
し
た
。 
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 は
た
ら
く
女
性

の
 

      
労
働
改
善
を
要
請
！

 

運
動
を
続
け
変
え
よ
う

！
 

地域総行動街頭宣伝 

広島労働局要請 

昼休みデモ 

昼休みデモ 

全体会オープニング あいちの保育士による 

「アリとキリギリス～アナザーストーリー」 

5月1日（金）広島県第97回メーデー 
 

・中央地区  

  10時 デモ行進・出発地は協議中 

  11時～12時 ハノーバー庭園で集会 

・福山市、尾道市、呉市、三次市等県内各地でも 

開催します。 

・詳細は決まり次第、お知らせします！ 

・今年もプラカードコンクールあります！ 

 各単組から積極的に応募しましょう 

  久しぶりに「メーデー前夜祭」やります

～映画「女性の休日」鑑賞とうたごえ♫～ 

4月29日（木）18時30分～ 

ロードビル（東区光町） 

♫映画「女性の休日」： 

1975年10月24日にアイスランドで全女性の

90％が仕事も家事も一斉に「休んだ」、知ら  

れざる運命の１日のドキュメンタリーです♫  

 

 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２６年３月１５日号  

■自治労連共済からお知らせ■ 

１）退職餞別金 
 退職の時期となりました。これまで長い間、お世話になりありがとう

ございました。組合員さんには自治労連共済から餞別金をお渡しいたし

ます。 

２）組合員の子どもが小学校に入学 
 ４月に小学校に入学する子どもさんがいらっしゃる組合員さん、おめ

でとうございます。入学お祝い金をお渡しいたします。 

３）55歳お祝い金 
 2023年４月１日以降に満55歳を迎えられた組合員さんにお祝給付を

しています。 

★給付申請、お問い合わせは各単組の共済担当者または広島自治労連の

共済担当・秋山までお問い合わせ願います。 

 

２
月
15
日(

日
）
夕
方
、
広
島

市
関
連
労
組
連
絡
会
は
、
第
28

回
定
期
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
し
、
37
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

今
回
は
総
会
に
合
わ
せ
て
、

関
連
労
組
連
絡
会
が
た
た
か
っ

て
き
た
運
動
の
歩
み
を
学
ぶ
学

習
会
を
開
催
し
、
お
二
人
の
講

師
か
ら
関
連
連
絡
会
の
た
た
か

い
の
歴
史
や
意
義
を
学
び
ま
し

た
。 

 

お
一
人
目
の
社
会
福
祉
事
業

団
労
組
の
鈴
木
秀
穂
さ
ん
は
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
時
の
社

会
的
な
経
緯
や
問
題
点
、
政
府

の
欺
瞞
に
満
ち
た
説
明
を
喝
破

し
ま
し
た
。 

 

お
二
人
目
の
広
島
市
嘱
託
職

員
労
組
連
絡
会 

元
代
表
の
大

内
理
枝
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
外
郭
団
体
の
非
常
勤
職
員

と
同
じ
待
遇
だ
っ
た
嘱
託
職
員

の
処
遇
改
善
の
た
た
か
い
に
つ

い
て
、
そ
し
て
私
た
ち
の
運
動

の
意
義
を
確
信
し
て
、
今
後
も

闘
お
う
と
激
励

さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
三
宅
事
務
局
長

か
ら
、
特
に
関
連
労
組
連
絡
会

が
統
一
し
て
交
渉
す
る
窓
口
問

題
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
伴
う
異 

例
の
要
求
書
提
出
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

各
単
組
か
ら
も
現
場
で
増
え

る
人
件
費
、
物
件
費
に
対
し
て

指
定
管
理
料
は
変
わ
ら
な
い
の

で
、
施
設
修
繕
が
い
ず
れ
も
後

回
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
指

定
管
理
者
制
度
が
各
業
界
の
新

し
い
動
き
に
対
応
で
き
て
い
な

い
こ
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
カ
ス
ハ

ラ
、
職
員
の
な
り
手
不
足
、
職

場
の
高
齢
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

苦
し
い
職
場
の
状
況
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
、
役
員
体
制
は
提

案
通
り
承
認
さ
れ
、
新
事
務
局

長
に
社
会
福
祉
事
業
団
労
組
の

宇
津
田
さ
ん
他
27
名
の
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

■
学
習
を
通
じ
て
、
関
連
連

絡
会
の
た
た
か
い
の
歴

史
、
意
義
を
深
め
、
今
後
へ

の
力
と
す
る 

■
新
体
制
の
も
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
場
の
課
題
を
改
善

へ
取
り
組
む 

写真左:中村議長（ひと・まち労組） 

写真右：三宅事務局長（社会福祉事業団労組） 

写
真
上
・鈴
木
さ
ん 

写
真
下
・大
内
さ
ん 

総
会
最
後
に
参
加
者
に
よ
る
「
団
結
が
ん

ば
ろ
う
」 

広
島
市
関
連
連
絡
会 

第
28
回
定
期
総
会 

 

第
34
回
自
治
体
非
正
規
公
共

関
係
労
働
者
全
国
交
流
集
会
が

２
月
７
日
（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
か

ら
は
自
宅
か
ら
２
名
、
県
本
部

会
議
室
か
ら
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

近
藤
議
長
は
開
会
あ
い
さ
つ

で
「
何
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う

に
前
進
す
る
か
考
え
る
場
に
し

た
い
」
と
呼
び
か
け
、
基
調
報

告
で
は
曽
我
事
務
局
長
が
処
遇

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

 

講
演
で
は
元
自
治
労
連
副
中

央
執
行
委
員
長
の
川
西
玲
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
自
身
の
運

動
と
非
正
規
公
務
公
共
関
係
労

働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
振
り

返
り
つ
つ
、
現
在
運
動
が
押
せ

押
せ
の
状
況
に
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ

か
り
掴
も
う
」
と
力
強
く
語
ら

れ
る
姿
に
は
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
特
別
報
告
で
は
神

奈
川
、
兵
庫
、
埼
玉
、
岡
山
か

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
や
外
部

委
託
、
民
営
化
の
問
題
へ
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
衆
議
員
解
散
総
選
挙

に
伴
い
、
１
日
の
み
の
開
催
と

な
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
し

た
が
、
参
加
者
が
大
い
に
学
び

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
集
会

に
な
り
ま
し
た
。 

「
何
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う

に
前
進
す
る
か
」
を
考
え
る

場
に 

非
正
規
公
共
運
動
は
押
せ
押

せ
！ 

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
離
さ
な
い 

１
日
の
み
の
開
催
で
も
大
き

な
学
び
が
あ
っ
た 

■ 広島県労連パート・ 

  臨時・嘱託労組 

「春の学習会」 ■ 

・4月12日（日）10時 

・広島市まちづくり交流プラザ 

・学習「広島の中小企業支援

と最賃の大幅引き上げ」 

・終了後、本通り青山前で署

名行動 

自治労連第34回非正規公共 

関係労働者全国交流集会 
講
師
の
川
西
玲
子
さ
ん 

 

２
月
15
日(

日)

午
後
、
第

69
回
は
た
ら
く
女
性
の
広
島

県
集
会
「
日
本
国
憲
法
が
謳

う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
～

憲
法
公
布
80
年
の
今
年
、
考

え
て
み
よ
う
～
」
が
、
ロ
ー

ド
ビ
ル
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
１
０
３
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン

31
人
と
多
く
の
参
加
が
あ
る

な
か
、
広
島
自
治
労
連
か
ら

は
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
８

団
体
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
の
講
師
は
、
東

京
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
、

青
龍
美
和
子
さ
ん
。｢

四
谷
姉

妹｣

と
い
う
コ
ン
ビ
名
で
憲
法

漫
才
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説｢

虎
に
翼｣

を
題

材
に
、
戦
前
の
家
父
長
制
や

当
時
の
人
々
の
苦
悩
が
語
ら

れ
ま
し
た
。 

 

戦
後
、
日
本
国
憲
法
で

は
、
個

人

の

尊

厳
（

13

条
）
・
法
の
下
の
平
等
（
14

条
）
、
両
性
の
本
質
的
平
等

（
24
条
）
な
ど
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
の
日
本
は
、

依
然
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
、
平
和
な
世
界
を
目
指

し
、
不
断
の
努
力
を
続
け
よ

う
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
後
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
要
求
を

掲
げ
終
了
し
ま
し
た
。 

写真上：青龍美和子弁護士 

写真右：要求を掲げる参加者 


